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話者認識と顔画像認識を用いた映像におけるマルチモーダル人物同定 ∗

☆西 史人 (東工大)， △井上 中順 (東工大)， 岩野 公司 (都市大)， 篠田 浩一 (東工大)

1 はじめに

顔画像と音声の情報を用いて映像中の人物を
同定するマルチモーダル人物同定の一手法を提
案する．本研究では，話者認識，顔画像認識，背
景の類似度を用いる人物同定を行う．従来手法
として，話者認識と顔画像認識を用いた手法 [1]，
話者認識と背景類似度を用いた手法 [2]があるが，
それらすべてを用いた方法はなかった．

2 提案手法

人物同定とは，映像の各ショット (カメラの切
り替わりから次の切り替わりまでの区間)におけ
る人物の名前を同定することである．ここで，人
物の発話がない場合は同定をしない．ショット内
で複数の人物が現れる場合はそれら全てを同定
する．人物名の情報は画面上の文字に対する文
字認識 (OCR)により自動獲得する．

2.1 話者認識

映像全体に対し，Rouvierら [3]の手法で音声
検出を行い，得られた発話区間から i-vector [4]

を算出する．発話がショットをまたがっている場
合があるが，i-vectorはショット単位ではなく，発
話単位で算出する．

2.2 顔画像認識

映像全体に対してDanelljanら [5]の手法で顔
検出と顔追跡を行い，顔区間を求める．検出され
た顔区間の各フレームの静止顔画像を FaceNet

(畳み込みニューラルネットワーク) [6]に入力し
て出力を得る．そして顔区間のすべてのフレー
ムの出力を用いて i-vectorを計算する．2.1と同
様，i-vectorはショットの境界によらず，顔区間
単位で算出したものを用いる．

2.3 背景認識

各ショットにおける画像全体のHSVから，色
相のヒストグラム (16bin)を求める．
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2.4 文字認識 (OCR)

映像全体に対し，OCRを行う．ただし，OCR

結果はLeら [7]による．一つのショットに複数の
名前が検出されることや，同じ名前が別のショッ
トで検出されることがある．

2.5 類似度

話者スコアA，顔画像スコアF は，i-vector間
のコサイン類似度を 0と 1の間の値に正規化し
たものを用いる．また，ショット間の背景スコア
B は，色相ヒストグラムの相関を正規化した値
である．

2.6 対応付け

まず，OCR結果が存在するショットに対して
処理を行う．一般に一つのショットに複数の人物
名，発話区間，顔区間がある．各々の発話区間や
顔区間に対して，複数の人物名全てを対応付け
る．同じ名前のOCR結果をショットが複数ある
場合，その全ての人物名と各発話区間，各顔区間
を対応付ける．
次に，OCR結果のないショットの発話区間に，
話者スコアが最大となる人物名を対応付ける．顔
区間についても同等の処理で対応付けを行う．

2.7 信頼度

各ショットにおける各人物の信頼度 Cを，話
者スコア，顔画像スコア，背景スコアを用いて
Late Fusion法で計算する．信頼度は次の式で表
される．

C = (1− α)A+ α(1− σ)F + ασβB (1)

αは話者スコアと顔画像スコア，背景スコアの重
み，βは顔画像と背景画像の信頼度を調整するた
めの重み，σはショット sで顔が検出されず，発
話が検出された場合 1，それ以外の場合に 0とな
る変数である．一つのショット内で同じ人物の発
話区間，顔区間が複数存在する場合，話者スコ
ア，顔画像スコアがそれぞれ最大となる区間のス
コアを用いる．



融合法 MAP@1 MAP@10 MAP@100

EUMSSI [7] 0.792 0.652 0.631

A 0.434 0.331 0.320

F 0.629 0.460 0.451

B 0.552 0.424 0.413

A + F 0.699 0.564 0.540

A + B 0.562 0.434 0.421

F + B 0.672 0.503 0.492

A + F + B 0.709 0.578 0.563

Table 1 各手法を融合した際のMean Average

Precision @m (MAP@m)

3 実験

3.1 実験条件

実験データセットには，国際ワークショップで
あるMediaEval2016における人物同定を行うタ
スク，Person Discovery in TVの映像データを
用いる．データセットのテストデータはニュース
やドキュメンタリー，トークショーなどからなる
合計 153時間の映像であり，開発データはそれと
は異なるニュース番組からなる 106時間の映像
である．話者，顔画像の Universal Background

Model (UBM)と全変動行列は，開発データを用
いて学習した．評価基準としては各人物を信頼度
順にm個検索し，全体としての精度を表すMean

Average Precision @m (MAP@m)を用いる．
比較として Leら [7]を用いた．これは，話者
特徴量として i-vector，顔特徴量として，顔画像
を複数領域に分割し，各領域で求められたDCT

を i-vector化したベクトルを用いた手法である．

3.2 実験結果

表 1は各スコアを融合した際のMAPを示し
ている．結果から，話者スコアに加え顔画像ス
コアを用いることにより精度が高くなることが
わかる．また，話者スコアと顔画像スコアに背
景スコアを追加した場合においても改善が見ら
れる．これは，図 1(右)のように顔検出が難しい
ショットにおいても，図 1(左)のように，人物名
が現れている背景と比較することで人物同定が
できたためである．また，Leら [7]と比較した
場合，MAP@1の結果は 8.3ポイント下回ってい
る．これは，Leらは異なる複数の OCR手法を
用いて，より良い Recallを実現しているためで
ある．

Fig. 1 背景による改善例:人物名が検出された
ショット (左)と検出されなかったショット (右)

4 まとめ

本研究では話者，顔，背景情報を利用したマル
チモーダル人物同定手法を提案した．今後の課
題として，複数のOCR結果を併用することによ
る性能改善が挙げられる．
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